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二塚長生　《友禅着物 生雲》

森羅万象をまとう
─友禅 人間国宝 木村雨山・二塚長生の仕事─

■   新春優品選【前田育徳会・古美術・工芸・絵画・彫刻】

■   書の魅力

◦ 文化財現地見学報告

◦ ミュージアムレポート

◦ 展覧会回顧（百工比照）

◦ 1月の行事予定

◦ アラカルト　ただいま展示中
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2018年

新年のご挨拶

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
館
は
、
現
在
の
新
館
を
開
館
し
本
年
で
三
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
旧
館

の
開
館
か
ら
数
え
て
み
る
と
何
と
五
十
九
年
に
も
な
り
、
県
立
美
術
館
と
し
て
は

古
い
歴
史
を
有
す
る
館
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

旧
館
の
開
館
以
来
、
設
立
の
主
旨
と
し
て
か
た
く
な
に
守
っ
て
き
た
こ
と
は
、

郷
土
色
豊
か
な
美
術
館
づ
く
り
を
目
指
し
て
運
営
し
て
き
た
こ
と
で
す
。

　

こ
の
石
川
県
の
地
域
は
、
近
世
の
加
賀
藩
時
代
以
来
藩
主
の
前
田
家
を
中
心
に

文
化
育
成
に
力
が
注
が
れ
て
、
京
都
や
江
戸
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
独
自
の
質
の
高

い
文
化
が
展
開
し
て
お
り
、
其
の
個
性
を
美
術
館
活
動
の
中
心
に
位
置
づ
け
、
そ

れ
を
基
礎
に
し
て
現
代
の
美
術
館
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

本
年
一
月
に「
友
禅
」の
無
形
文
化
財
認
定
を
早
く
に
受
け
た
木
村
雨
山
と
、
近

年
友
禅
と
し
て
久
方
ぶ
り
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
二
塚
長
生
氏
の
友
禅
二
人
展

を
開
催
し
ま
す
。

　

春
の
企
画
展
は
、
前
田
家
が
収
集
し
育
成
し
た
加
賀
藩
ゆ
か
り
の
優
品
を
中
心

に
、
名
宝
を
一
堂
に
集
め
た
大
回
顧
展
を
開
催
し
ま
す
。
金
沢
美
術
倶
楽
部
の
ご

協
力
を
得
て
、
隠
れ
た
名
宝
が
久
方
ぶ
り
に
展
示
さ
れ
る
予
定
で
ご
期
待
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

秋
は
、
日
本
の
近
代
工
芸
の
特
質
で
あ
る
漆
工
芸
名
作
展
を
開
催
し
ま
す
。
石

川
県
の
漆
工
芸
の
技
術
や
質
の
高
さ
を
、
全
国
の
漆
工
芸
の
中
で
位
置
づ
け
て
鑑

賞
し
て
い
た
だ
く
ま
た
と
な
い
機
会
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
年
も
古
美
術
か
ら
近
現
代
の
作
品
に
至
る
ま
で
、
地
域
ゆ
か
り

に
こ
だ
わ
っ
た
名
宝
名
作
を
数
多
く
展
示
す
る
予
定
で
、
十
分
ご
堪
能
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
に
重
要
無
形
文
化
財「
友
禅
」
保
持
者
・
木
村
雨
山
は
没
後

四
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
節
目
の
年
を
記
念
し
、
加
賀
の
地
に
ゆ
か
り
の
あ

る
友
禅
の
人
間
国
宝
、
木
村
雨
山
と
二
塚
長
生
の
代
表
作
を
一
堂
に
公
開
し
、
そ

の
業
績
を
紹
介
し
ま
す
。

　

木
村
は
昭
和
三
十
年
、
重
要
無
形
文
化
財
の
制
度
が
設
立
し
て
、
友
禅
の
保
持

者
と
し
て
最
初
に
認
定
さ
れ
た
作
家
の
一
人
で
あ
り
、
平
成
二
十
二
年
に
認
定
さ

れ
た
二
塚
が
、
展
覧
会
の
出
品
を
始
め
る
の
は
木
村
の
晩
年
で
す
。
第
一
室
で
は

木
村
が
初
期
帝
展
か
ら
日
本
伝
統
工
芸
展
で
活
躍
し
た
時
代
の
代
表
作
、
第
二

室
を
半
分
に
分
け
て
、
木
村
の
晩
年
と
二
塚
の
初
期
作
品
を
併
せ
て
展
示
し
、
第

三
室
で
は
二
塚
が
独
自
の
作
風
を
確

立
し
た
平
成
初
頭
か
ら
、
現
在
ま
で

の
代
表
作
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
木
村
雨
山　

―
そ
の
豊
穣
な
る
作
品
世
界
―

　

木
村
が
展
覧
会
に
出
品
し
た
作

品
の
中
で
も
、
記
録
上
最
も
初
期
の

作
品
と
考
え
ら
れ
る
商
工
省
工
芸
展

出
品
作
、
初
期
の
帝
展
に
出
品
さ
れ

た
平
面
作
品
か
ら
、
新
文
展
、
日
展
、

日
本
伝
統
工
芸
展
に
出
品
さ
れ
た
代

表
作
な
ど
、
作
家
と
し
て
の
確
立
か

ら
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
認
定
を

経
て
、
新
鮮
な
作
品
を
生
み
出
し
た
、

豊
か
な
作
品
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。

２
．
二
塚
長お

さ

生お　

―
名
工
か
ら
表
現
者
へ
―

　

第
二
室
後
半
に
は
、
独
自
の
作
風
を
模
索
す
る
時
代
の
、
み
ず
み
ず
し
い
作
品

群
を
展
示
し
、
吟
味
さ
れ
た
少
な
い
色
目
に
、
糸
目
糊
の
細
く
躍
動
的
な
線
に
よ

る
描
写
、
防
染
糊
の
可
能
性
を
追
求
し
た
作
風
へ
と
移
行
し
て
い
く
作
品
群
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
第
三
室
で
は
、
二
塚
の
作
品
を
年
代
順
で
な
く
、
表
現
さ

れ
た
テ
ー
マ
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

　

絵
画
的
な
描
写
を
友
禅
に
応
用
し
た
両
者
の
作
品
は
、
色
の
に
じ
み
を
防
ぐ

た
め
の
細
く
白
い
糸
目
糊
の
線
が
、
染
め
ら
れ
た
色
と
同
格
に
模
様
を
作
り
上
げ

石川県立美術館

館長　嶋崎 丞

主催：石川県立美術館　　特別協力：東京国立近代美術館

―友禅 人間国宝　　　　木村雨山・二塚長生の仕事―

1月4日（木）～2月12日（月・休）　会期中無休

木村雨山《友禅訪問着「花」》

シルク博物館蔵

木村雨山　《友禅訪問着「露地の石敷き」》

東京国立近代美術館蔵
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て
い
ま
す
。
展
示
室
で
は
そ
の
細
や

か
な
描
写
を
見
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
計
算
さ
れ
た
巧
み
な
構
図
に
よ

る
、
一
幅
の
絵
画
の
よ
う
な「
ま
と
う

芸
術
品
」を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
関
連
行
事

◇
文
化
庁
工
芸
技
術
記
録
映
画
上
映
会
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
友
禅
・
二
塚
長
生
の
わ
ざ
」

ゲ
ス
ト
：
二
塚
長
生
氏
・
井
上
実
氏
（
桜
映
画
社
・
同
映
画
監
督
）

日
時
：
1

月
7

日
（
日
）
午
後
1

時
30

分
～

会
場
：
石
川
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル
、
聴
講
無
料

◇
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
シ
リ
ー
ズ
北
陸
の
工
芸
作
家　

石
川
の
匠
た
ち　

夏
去
る　

友
禅
・
人
間
国
宝　

二
塚
長
生
」
（
60

分
）

日
時
：
1

月
14

日
（
日
）
午
後
1

時
30

分
～

会
場
：
石
川
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル
、
聴
講
無
料

◇
展
示
作
品
解
説

（
ス
ラ
イ
ド
上
映
と
出
品
作
品
解
説
）

講
師
：
二
塚
長
生
氏

日
時
：
1

月
21

日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
1

時
30

分
～

会
場
：
石
川
県
立
美
術
館
講
義
室
、

　
　
　
　

聴
講
無
料

◇
土
曜
講
座

午
後
1

時
30

分
～

1

月
6

日
（
土
）「
友
禅　

歴
史
と
現
在
」
寺
川
和
子

2

月
10

日
（
土
）「
木
村
雨
山
の
図
案
と
ス
ケ
ッ
チ
」
寺
川
和
子

会
場
：
石
川
県
立
美
術
館
講
義
室
、
聴
講
無
料

◇
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
毎
週
日
曜
日
）

担
当
学
芸
員
が
展
覧
会
の
見
ど
こ
ろ
や
出
品
作
に
つ
い
て
解
説
を
行
い
ま
す
。

午
前
11

時
～
、
要
観
覧
料
・
予
約
不
要

◆
観
覧
料　

※（　

）内
は
二
〇
人
以
上
の
団
体

　

一　

般　

一
〇
〇
〇
円　

（
八
〇
〇
円
）

　

大
学
生　
　

八
〇
〇
円　

（
五
〇
〇
円
）

　

高
校
生
以
下
無
料

※
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

文
化
庁
は
毎
年
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
の
技
術
記
録
映
画
を
制
作

し
て
お
り
、
制
作
が
決
ま
っ
た
保
持
者
の
方
々
は
、
そ
の
た
め
に
一
点
の
作

品
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
映
像
記
録
と
し
て
制
作
風
景
や
日
頃
使
っ

て
い
る
道
具
、
材
料
な
ど
を
長
時
間
に
渡
っ
て
つ
ぶ
さ
に
撮
影
し
、
作
品
も

記
録
の
成
果
と
し
て
保
管
さ
れ
る
た
め
、
通
常
の
作
品
制
作
以
上
の
緊
張

を
強
い
ら
れ
ま
す
。

　

一
月
七
日
に
上
映
さ
れ
る
映
画
は
、
昨
年
制
作
さ
れ
た
二
塚
長
生
の
技

術
記
録
映
画
で
す
。
今
回
は
映
画
の
監
督
と
作
者
ご
本
人
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
、
制
作
時
の
苦
労
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
残
念
な
が

ら
制
作
さ
れ
た
作
品
は
現
在
、
日
本
伝
統
工
芸
展
で
全
国
を
巡
回
し
て
い

ま
す
の
で
、
展
示
室
で
は
図
案
と
パ
ネ
ル
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
展
覧
会

と
併
せ
て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

1Ｆ企画展示室

森
し ん

羅
ら

万
ば ん

象
し ょ う

をまとう ―友禅 人間国宝　　　　木村雨山・二塚長生の仕事―

学芸員の眼

二塚長生

《友禅着物「白濤」》

二塚長生　《友禅訪問着「音しぶく」》

式年遷宮記念神宮美術館蔵



BIJUTSUKAN DAYORI  No .411 4

　

第
二
展
示
室
も『
新
春
優
品
選
』と
し
て
、
能
面
と
能
装
束
を

中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
、
十
一
代
将
軍
家
斉
が
宝
生
流
を
贔
屓
と
し

た
こ
と
か
ら
、
宝
生
流
は
綱
吉
時
代
と
並
ぶ
隆
盛
期
を
迎
え
ま

す
。
そ
の
象
徴
が
江
戸
時
代
最
後
の
勧
進
能
で
あ
る「
弘
化
勧
進

能
」（
嘉
永
元
年
）で
し
た
。

　

当
時
の
大
夫
は
十
五
世
友
于
。
江
戸
筋
違
橋
御
門
外
で
行
わ

れ
た
の
べ
十
五
日
間
の
勧
進
能
に
は
、
五
万
七
千
人
以
上
も
の

見
物
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。
人
気
の
高
さ
を
示
す
よ
う
に
、
勧
進

能
の
様
子
は
絵
巻
や
摺
物
と
し
て
出
回
り
ま
す
。
石
川
県
立
歴

史
博
物
館
所
蔵
の《
宝
生
友
于
勧
進
能
興
行
絵
巻
》（
二
巻
）は
そ

の
ひ
と
つ
で
、
舞
台
だ
け
で
な
く
、
桟
敷
や
楽
屋
の
賑
わ
う
様
子

を
伝
え
ま
す
。

　

家
斉
の
二
十
一
女
偕（
溶
姫
）
を
室
と
し
た
前
田
斉
泰
は
、
江

戸
滞
在
時
に
し
ば
し
ば
友
于
よ
り
能
の
指
南
を
受
け
ま

す
。
特
に
、
嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）は
共
に
演
じ
、
許
状

を
も
ら
い
、
新
た
な
能
の
創
作
に
も
着
手
す
る
の
で
す
。

　

翌
年
、
能『
来
殿
』は
で
き
あ
が
り
ま
す
。
前
田
家
が
家

祖
と
し
て
崇
め
る
菅
原
道
真
の
没
後
九
百
五
十
年
に
あ

わ
せ
て
つ
く
ら
れ
た『
来
殿
』
は
、
道
真
が
鳴
雷
と
し
て

鬼
神
姿
で
登
場
す
る『
雷
電
』を
改
め
、「
中
将
」の
面
を
つ

け
た
高
貴
な
貴
公
子
姿
の「
大
冨
天
神
」と
し
た
の
で
す
。

　

道
真
の
命
日
に
あ
た
る
二
月
二
十
五
日
、『
来
殿
』は
披
露
さ

れ
ま
し
た
。『
来
殿
』は
今
日
も
宝
生
流
の
現
行
曲
で
す
が
、
当
時

の
詞
章
は
現
在
と
異
な
り
ま
す
。
前
田
土
佐
守
家
資
料
館
所
蔵

の《
来
殿
》は
、
創
作
当
時
の
詞
章
で
書
か
れ
た
貴
重
な
本
で
す
。

　

本
特
集
で
は
、
能
面
六
点
と
能
装
束
五
点
だ
け
で
な
く
、
こ
う

し
た
能
楽
資
料
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

『
新
春
優
品
選
』と
し
て
、
前
田
家
が
所
蔵
す
る
能
面
と
能
装

束
を
紹
介
し
ま
す
。

　

「
加
賀
宝
生
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
金
沢
に
お
い
て
宝
生
流

の
能
が
盛
ん
な
理
由
は
、
加
賀
藩
五
代
藩
主
綱
紀
の
宝
生
流
採

用
に
始
ま
り
ま
す
。
貞
享
三
年（
一
六
八
六
）、
五
代
将
軍
綱
吉
の

命
に
よ
り
綱
紀
は
江
戸
城
に
て
初
め
て〈
桜
川
〉
を
舞
い
、
元
禄

五
年（
一
六
九
二
）に
は
九
世
宝
生
大
夫
友
春
二
男
の
吉
之
助
を

召
し
抱
え
ま
し
た
。
吉
之
助
を
初
世
と
す
る
宝
生
嘉
内
家
は
、
後

の
大
正
時
代
に
十
七
世
九
郎
重
英
を
生
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、「
加

賀
宝
生
」の
名
は
現
在
に
至
る
ま
で
使
わ
れ
続
け
る
の
で
す
。

　

綱
紀
以
降
の
藩
主
も
能
を
好
み
、
十
二
代
斉
広
の
時
代
で
あ

る
文
化
八
年（
一
八
一
一
）に
は
、
藩
政
期
最
大
の
規
式
能
が
の
べ

六
日
間
行
わ
れ
ま
す
。
焼
失
し
た
二
の
丸
新
築
祝
い
と
家
督
相

続
、
藩
主
入
国
を
祝
う
た
め
で
、
総
勢
二
百
五
十
名
の
能
役
者
が

出
演
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
能
装
束
は
文
化
年
間
よ
り

盛
ん
に
仕
立
て
ら
れ
ま
す
。
今
日
、
加
賀
藩
前
田
家
旧
蔵
と
し
て

伝
わ
る
能
装
束
の
ほ
と
ん
ど
が
、
斉
広
と
そ
の
子
十
三
代
斉
泰

の
時
代
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
現
在
、
前
田
育
徳
会
に
は

十
五
点
を
残
す
の
み
で
す
が
、
か
つ
て
は
四
百
点
以
上
も
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

後
に
、
そ
れ
ら
能
装
束
の
模
様
の
模
写
を
試
み
た
の
が
、
狩
野

芳
崖
で
す
。
芳
崖
は
明
治
二
十
年（
一
八
八
七
）の
夏
、
四
人
の
弟

子
を
連
れ
て
本
郷
邸
を
訪
れ
ま
す
が「
以
後
三
カ
年
閲
す
る
と
も

尚
ほ
写
し
終
わ
ら
ぬ
」
と
し
て
、
ひ
と
夏
で
断
念
し
ま
す
。
今
回

展
示
す
る《
能
装
束
地
紋
図
》（
全
九
巻
）は
、
こ
の
際
模
写
し
た

も
の
と
関
係
が
深
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
能
面
九
点
と
能
装
束

六
点
と
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《鶸茶地型紙花紋散縫箔》 《能装束地紋図》(部分)

第2展示室［古美術］

新春優品選

会期：12月23日（土･祝）～2月5日（日）　　休館日：12月29日～1月3日

前田育徳会尊經閣文庫分館

新春優品選
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豊道春海

《林希逸七言対句（静と和）》 堀　柳女　《木彫衣裳人形「渦紋」》得能節朗　《歌姫》

書の魅力/新春優品選

第3・4・6展示室［近現代絵画・彫刻・書］ 第5展示室［工芸］

【
書
の
魅
力
】　

当
館
は
近
現
代
の
書
作
品
を
、
現
在
、
三
十
五

作
家
五
十
四
点
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な
書
法
に
基

づ
く
作
品
か
ら
、
前
衛
書
と
呼
ば
れ
る
文
字
の
約
束
事
か

ら
離
れ
た
作
品
ま
で
、
分
野
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

旧
館
時
代
の
昭
和
三
十
年
代
半
ば
に
当
館
で「
現
代
日

本
書
道
の
名
家
」展
を
開
催
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
当
館

作
品
と
な
っ
た
作
品
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
書

道
史
上
の
古
典
を
尊
重
し
て
い
る
昭
和
を
中
心
に
活
躍
し

た
県
内
外
の
書
家
た
ち
の
作
品
で
す
。
そ
の
他
、
墨
跡
に
近

い
も
の
や
、
書
を
専
門
に
し
た
人
で
は
な
い
も
の
の
、
教
養

と
し
て
書
を
た
し
な
む
文
人
・
画
人
の
書
作
品
も
所
蔵
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
所
蔵
作
品
を
こ
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
て

展
示
し
、
同
じ
種
類
の
書
跡
を
相
互
に
見
比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
作
家
の
表
現
や
感
じ
方
の
違
い
な
ど
を
感
じ
取
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
新
春
優
品
選
】　

新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
洋
画

部
門
で
は
祭
礼
や
遊
び
を
描
い
た
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
今
か
ら
三
十
年
前
国
鉄
時
代
の
金
沢
駅
コ
ン
コ
ー
ス

を
飾
っ
て
い
た
二
枚
の
大
作
、
宮
本
三
郎
の《
加
賀
獅
子
舞
》

と
高
光
一
也
の《
森
の
精
》、
対
照
的
な
作
品
の
よ
う
に
見

え
て
、
描
か
れ
た
人
物
や
動
物
な
ど
、
意
外
と
共
通
点
の
あ

る
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
福
笑
い
を
絵
画
化

し
た
作
品
な
ど
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

　

彫
刻
分
野
で
は
館
蔵
品
を
中
心
に
具
象
の
作
品
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
展
示
で
は
、
人
体
・
首
・
木
彫
作
品
に
よ
る

構
成
で
、
テ
ー
マ
と
素
材
と
の
融
合
を
示
す
個
性
溢
れ
る

作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
来
年
の
干
支
で
あ
る
木
彫

の
犬
作
品
も
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

日
本
画
か
ら
は
横
山
大
観《
長
江
の
朝
》
な
ど
、
正
月
を

飾
る
清
々
し
い
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
一
階
展
示
室
に
て
開
催
中
の
企
画

展『
森
羅
万
象
を
ま
と
う
』に
あ
わ
せ
、
そ
ち
ら
で
展
示
し

き
れ
な
か
っ
た
木
村
雨
山
作
品
や
雨
山
の
弟
子
で
あ
る
水

野
博
、
そ
し
て
同
時
代
に
活
躍
し
た
談
議
所
栄
二
や
梶
山

伸
の
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
な
か
で
も
木
村
雨
山《
友

禅
黒
地
吉
祥
文
振
袖
》と《
友
禅
赤
地
吉
祥
文
振
袖
》は
、
そ

れ
ぞ
れ
黒
と
赤
を
背
景
に
、
松
や
色
と
り
ど
り
の
花
々
、
瑞

鳥
で
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
染
め
抜
か
れ
、
新
春
に
ふ
さ
わ

し
い
豪
華
絢
爛
な
作
品
で
す
。

　

そ
の
他
の
分
野
の
展
示
で
も
、
雨
山
と
同
時
期
に
活

躍
し
た
作
家
た
ち
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
昭
和

三
十
年
に
最
初
の
重
要
無
形
文
化
財
の
認
定（
第
一
次
：
二

月
、
第
二
次
：
五
月
）が
行
わ
れ
、
雨
山
は
重
要
無
形
文
化
財

「
友
禅
」
保
持
者
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
が
、
期
を
同
じ
く

し
て
認
定
さ
れ
た
富
本
憲
吉（
色
絵
磁
器
）、
石
黒
宗
麿（
鉄

釉
陶
器
）、
松
田
権
六（
蒔
絵
）、
前
大
峰（
沈
金
）、
上
野
為

二（
友
禅
）、
初
代
魚
住
為
楽（
銅
鑼
）、
堀
柳
女（
衣
裳
人
形
）

の
作
品
を
同
時
に
展
示
し
ま
す
。

　

昭
和
二
十
九
年
の
文
化
財
保
護
法
改
正
に
よ
り
、
か
た

ち
の
な
い「
わ
ざ
」そ
の
も
の
の
価
値
が
、
芸
術
的
に
も
評
価

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
第
一
回
の
認
定
に
選
ば
れ
た

彼
ら
は
、
最
初
の
人
間
国
宝
た
ち
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
今
に

つ
な
が
る
人
間
国
宝
た
ち
の
、
ひ
と
つ
の
原
点
で
あ
る
彼
ら

の
わ
ざ
を
、
ぜ
ひ
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新春優品選

会期：12月23日（土･祝）～2月5日（日）　　休館日：12月29日～1月3日
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第
四
十
八
回
目
と
な
る
今
回
は「
兵
庫
の
文
化
を
味
わ
う
―
快
慶
仏
か
ら
ハ
イ

カ
ラ
神
戸
ま
で
―
」
と
題
し
て
、
兵
庫
県
神
戸
市
、
小
野
市
、
篠
山
市
を
め
ぐ
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
白
鶴
美
術
館
に
て
、
中
国
陶
磁
器
を
中
心
と
し
た
展
示
を
見
学
し
、
図
様

に
込
め
ら
れ
た
吉
祥
の
意
味
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
次
の
香
雪
美
術
館
で

は
、
利
休
と
剣
仲
に
ゆ
か
り
の
茶
道
具
を
楽
し
み
ま
し
た
。
籠
花
入
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
、
興
味
深
い
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
両
館
は
そ
れ
ぞ
れ
白
鶴

酒
造
七
代
・
嘉
納
治
兵
衛
、
朝
日
新
聞
社
創
業
者
・
村
山
龍
平
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
基
づ
い
て
お
り
、
京
阪
神
モ
ダ
ン
文
化
の
精
華
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

兵
庫
県
立
美
術
館
で
は
大
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
展
を
見
学
し
ま
し
た
。
エ
カ
テ

リ
ー
ナ
二
世
の
珠
玉
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
西
欧
絵
画
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

感
じ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

二
日
目
は
ま
ず
小
野
市
の
浄
土
寺
へ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
々
の
お
話

を
聞
き
な
が
ら
、
国
宝
・
浄
土
堂
、
快
慶
作
の
国
宝
・
阿
弥
陀
三
尊
像
を
拝
観
し
ま

し
た
。
鎌
倉
時
代
の
創
建
当
初
か
ら
変
わ
ら
な
い
お
姿
に
、
荘
厳
な
信
仰
の
世
界

を
垣
間
見
ま
し
た
。

　

続
い
て
篠
山
市
へ
移
動
し
ま
し
た
。
篠
山
城
大
書
院
で
は
室
内
を
巡
り
な
が
ら

ご
解
説
を
い
た
だ
き
、
篠
山
藩
五
万
石
の
風
情
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昼
食
を
挟
ん
で
丹
波
古
陶
館
・
篠
山
能
楽
資
料
館
へ
。
い
ず
れ
も
中
西
館
長
の
ご

解
説
の
も
と
、
日
本
六
古
窯
の
一
つ

で
あ
る
丹
波
焼
の
歴
史
や
、
こ
の
地

で
受
け
継
が
れ
て
き
た
丹
波
猿
楽
の

伝
統
に
ふ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
が
せ
ま
る
大
変
な
天
候
の
な

か
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事

に
金
沢
ま
で
帰
り
着
け
た
の
も
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

浄土寺にて

　

十
一
月
十
一
・
十
二
日
に
、
今
年
も
乳
幼
児
と
そ

の
ご
家
族
に
展
覧
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く「
０
才

か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会
」を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
は
三
ヶ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
六
才
ま
で

の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
来
て
く
だ
さ
っ
た
ご
家
族
、
お
子
さ
ん
三

人
と
ご
両
親
の
五
人
で
参
加
く
だ
さ
っ
た
ご
家
族

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
赤

ち
ゃ
ん
も
工
芸
作
品
を
み
る
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
特

集
展
示『
棚
の
美
』の
伝
統
的
な
漆
芸
作
品
と
、『
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
名

品
展
』の
色
や
質
感
、
形
の
選
択
肢
が
幅
広
い
陶
磁
作
品
の
鑑
賞
を
行
い
ま
し
た
。

中
で
も
黒
く
ピ
カ
ピ
カ
と
つ
や
が
あ
る
漆
芸
作
品
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
気
に
入
り

ジ
ャ
ン
ル
で
す
。
じ
ー
っ
と
み
た
り
、
足
や
手
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
た
り
、
ま
た
、
指
さ

し
し
た
り
と
そ
の
年
齢
ら
し
い
、
ま
た
、
そ
の
お
子
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の〝
好
き
〟の
身

体
表
現
で
教
え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
も
赤
ち
ゃ
ん
も
美
術
作
品
を
鑑
賞
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
た
講
座
で
し
た
。

　

今
年
の
学
校
出
前
講
座
は
十
一
月
で
終
了

し
、
今
ま
で
開
催
が
少
な
か
っ
た
内
灘
町
や
か

ほ
く
市
を
含
め
、
県
下
十
校
で
開
講
し
ま
し

た
。
通
常
は
高
学
年
で
授
業
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
多
い
本
講
座
で
す
が
、
今
年
度
は
小
規

模
校
で
の
開
催
も
複
数
あ
り
、
低
学
年
で
も

授
業
を
行
い
ま
し
た
。
前
述
の「
０
才
か
ら
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会
」
と
同
様
、
ど
ん
な
年
齢

の
子
ど
も
た
ち
も
お
気
に
入
り
作
品
を
見
つ

け
、
作
品
鑑
賞
の
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
く
れ
て

い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
ポ
ー
ト

「兵庫の文化を味わう ―快慶仏からハイカラ神戸まで―」

第48回 文化財現地見学報告

平成29年10月21日（土）～22日（日）実施

「
０
才
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会
」
、「
学
校
出
前
講
座
」
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今
回
の
特
別
陳
列
は
、
二
年
前
の
特
別
展「
加
賀
前
田
家　

百
万
石
の

名
宝
」以
来
の「
百
工
比
照
」の
体
系
的
な
展
示
で
し
た
。
展
示
総
数
は
前

回
に
及
び
ま
せ
ん
が
、
二
期
に
わ
た
り
収
納
箱
を
除
く
す
べ
て
の
展
示
を

替
え
ま
し
た
の
で
、
特
に
第
一
号
箱
や
第
二
号
箱
の
内
容
は
前
回
よ
り
も

詳
し
く
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
本
年
度
は
、
特
別
展「
よ
み
が
え
っ
た
文
化
財
」で
加
賀
藩
五

代
藩
主
・
前
田
綱
紀
が
書
物
の
収
集
と
同
じ
思
想
に
立
脚
し
て
、
保
存
・

修
復
や
複
製
の
制
作
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
財
の
保
護
に
先
駆
的
に
取

り
組
ん
だ
事
実
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て「
知
の
巨
人
」と
し
て

の
綱
紀
の
新
た
な
側
面
に
光
を
当
て
た
こ
と
を
受
け
て
、
綱
紀
が
編
集

し
た「
百
工
比
照
」が
内
包
し
て
い
る
深
遠
な
世
界
に
つ
い
て
も
、「
美
術

館
だ
よ
り
」で
の
紹
介
を
と
お
し
て
展
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

前
田
綱
紀
の
根
本
姿
勢
は
万
物
を
貫
く
根
拠
と
し
て
の
理
を
究
め
、

体
現
し
て
ゆ
く
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
展
示
に
よ
っ
て

「
百
工
比
照
」は
そ
の
姿
勢
が
、
自
然
物
を
加
工
し
、
装
飾
を
加
え
る
と
い

う
人
間
の
創
造
的
な
営
み
に
向
け
ら
れ
た
軌
跡
だ
っ
た
と
確
信
し
ま
し

た
。「
百
工
比
照
」は
江
戸
時
代
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
の
工
芸
の
材
質

や
技
法
、
さ
ら
に
は
デ
ザ
イ
ン
の「
百
科
事
典
」
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
広

く
注
目
を
集
め
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
今
回
の
展

示
で
は
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

前
田
綱
紀
の
高
邁
な
精
神
な
く

し
て
は「
百
工
比
照
」
は
誕
生
し

な
か
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
展
示
の
方
法

も
含
め
て
、
将
来
の
課
題
も
見

え
て
き
た
特
別
陳
列
で
し
た
。

１
月
の
行
事
予
定

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
は
、
本
年
度
開
催
し
た
展
覧
会
の
図
録
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

「
よ
み
が
え
っ
た
文
化
財
展
」の
図
録
で
は
、
石
川
県
文
化
財
保
存
修
復
工
房
が
修
復
し
た

文
化
財
の
ビ
フ
ォ
ア
＆
ア
フ
タ
ー
を
、
写
真
で
対
照
的
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
作

品
解
説
や
修
理
報
告
書
な
ど
の
資
料
も
豊
富
で
す
。
定
価
二
〇
〇
〇
円
。

　

「
燦
め
き
の
日
本
画
」展
の
図
録
は
印
刷
精
度
に
こ
だ
わ
り
、
石
崎
光
瑤
作
品
を
は
じ
め
京

都
画
壇
が
誇
る
名
品
の
数
々
を
美
し
く
再
現
し
た
一
冊
で
す
。
定
価
一
八
〇
〇
円
。

　

新
春
展
「
森
羅
万
象
を
ま
と
う
」で
も
図
録
を
制
作
し
ま
す（
定
価
未
定
）。
乞
う
ご
期
待
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
通
信

展覧会回顧　　前田育徳会尊經閣文庫分館

特別陳列「百工比照」

■
文
化
庁
技
術
記
録
映
画
上
映
会
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル
、
聴
講
無
料

７
日
（
日
）
「
友
禅
・
二
塚
長
生
の
わ
ざ
」

 

ゲ
ス
ト
：
二
塚
長
生
氏
・
井
上
実
氏
（
桜
映
画
社
・
同
映
画
監
督
）

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル
、
聴
講
無
料

14
日
（
日
）
「
シ
リ
ー
ズ
北
陸
の
工
芸
作
家　

石
川
の
匠
た
ち

　

 

夏
去
る　

友
禅
・
人
間
国
宝　

二
塚
長
生
」
（
60
分
）

■
企
画
展
・
作
品
解
説　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
講
義
室
、
聴
講
無
料

21
日
（
日
）

ス
ラ
イ
ド
上
映
と
出
品
作
品
解
説　
　
　

講
師　

二
塚
長
生
氏

■
土
曜
講
座　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
講
義
室
、
聴
講
無
料

６
日
（
土
）
「
友
禅　

歴
史
と
現
在
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
川　

和
子

13
日
（
土
）
「
作
品
鑑
賞
の
楽
し
み
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
山　

千
尋

20
日
（
土
）
「
絵
画
の
見
方 

―
材
質
と
形
態
―
」　

 

　
　
　
　

中
澤
菜
見
子

27
日
（
土
）
「
素
材
と
彫
刻
・
彫
刻
と
色
彩
」　
　
　
　
　
　
　

北
澤　
　

寛

■
企
画
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　
　
　
　

午
前
11
時
〜
、
要
観
覧
料
・
予
約
不
要

会
期
中
の

毎
日
曜
日

担
当
学
芸
員
が
展
覧
会
の
見
ど
こ
ろ
や
出
品
作
に
つ
い
て
解
説
を

行
い
ま
す
。

※
土
曜
講
座
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
当
初
と
一
部
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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《砂張三象花入》 さはりさんぞうはないれ 　初代 魚住為楽　しょだい・うおずみ・いらく

口径10.9cm×底径9.2cm×高27.0　昭和23年（1948） 明治19年～昭和39年（1886－1964）

アラカルト ただいま展示中 à la carte　No.26

　

銅
に
錫
や
銀
な
ど
を
混
合
し
た
合
金
で
あ
る
砂

張
を
用
い
た
花
入
れ
で
、
脚
部
を
三
匹
の
象
の
頭

部
に
よ
っ
て
か
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
砂
張
は
、
収

縮
率
が
高
い
た
め
非
常
に
扱
い
の
難
し
い
金
属
で

す
が
、
本
作
品
の
な
め
ら
か
な
表
面
と
形
態
か
ら

は
、
そ
の
素
材
を
自
在
に
取
り
扱
う
初
代
為
楽
の

技
術
の
高
さ
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

本
作
品
に
は
い
く
つ
か
の
姉
妹
作
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る《
砂
張
三
象
花

生
》（
小
松
市
立
本
陣
記
念
美
術
館
蔵
）
に
附
属
す

る
添
書
に
は
、
こ
れ
ら
三
象
花
入
の
ル
ー
ツ
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
昭
和
十
一
年

十
一
月
に
初
代
為
楽
が
益
田
鈍
翁
の
別
邸
・
掃
雲

台
に
て
織
田
有
楽
斎
所
持
と
伝
わ
る
三
象
花
入
を

熟
覧
し
ま
す
。
摸
作
が
命
じ
ら
れ
ま
す
が
、
銅
の

統
制
や
法
隆
寺
夢
殿
修
理
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
り

完
成
が
遅
れ
る
う
ち
に
、
鈍
翁
が
逝
去
し
て
し
ま

い
ま
す
。
十
四
年
、
鈍
翁
一
周
忌
の
法
要
を
前
に

つ
い
に
完
成
し
、
霊
前
に
奉
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
添
書
は
昭
和
十
九
年
春
の
款
記
を
伴
い
、

ま
た
花
入
が
五
個
作
ら
れ
た
こ
と
な
ど
も
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

当
館
の
作
品
は
昭
和
二
十
三
年
に
再
制
作
さ
れ

た
も
の
で
、
象
の
頭
の
位
置
が
高
く
、
鼻
が
ゆ
る

や
か
な
カ
ー
ブ
を
描
い
て
長
く
伸
び
、
そ
の
ま
ま

脚
部
を
な
す
点
な
ど
、
初
代
為
楽
の
創
意
が
み
ら

れ
ま
す
。
本
陣
記
念
美
術
館
の
も
の
が
重
厚
で
荘

厳
な
趣
き
を
持
つ
の
に
対
し
、
本
作
品
は
よ
り
優

美
で
繊
細
な
印
象
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

前田育徳会尊經閣文庫分館 第２展示室

平成30年2月９日（金）

　　  ～3月21日（水） 加賀藩の美術工芸 古九谷・再興九谷名品選

次回の展覧会

第３展示室 第４・６展示室 第５展示室

写真と幻想
優品選

［絵画・彫刻］
明治の工芸


